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ごあいさつ

日頃より父母の会へのご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

早いもので新学期が始まり１ヶ月半が過ぎようとしています。子どもたちもそろそろ学

院生活に慣れてきた頃ではないでしょうか。先日行われた体育祭もお天気に恵まれ、

大変盛り上がっておりました。

父母の会について

さて、立教英国学院父母の会は在校生保護者全員で構成され、今年で発足51年目となります。

会費は、上記のような父母の会の活動に使用させていた

だきます。詳細は年度末に会計報告いたします。

こちらの金額は、お子様のポケットマネー口座から引き落と

し（新入生は学院からの請求）とさせていただきます。な

お、お子様が複数名在学されている場合、高学年子女

が￡25となりますのでご了承ください。

※今年度より、会費を家庭ごとではなく生徒ごとにいただくよう変更いたしました。

父母の会の活動は全ての生徒に対して公平に行うことを前提としておりますので、

オープンデイのご協力等と同様に生徒ごとのご協力をお願いしたいと思っておりま

す。ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

※父母の会の会則を添付しておりますので、ご参照ください。

年額 : ￡25 ※2人目以降￡10

父母の会会費

岸さおり様（昨年度会計）に担当していただきます。

会計監査

父母の会と保護者の皆様との連絡はメールで行います。

※父母の会のメールアドレスは、毎年変更されますので、ご注意ください。

rikkyo51fubouk@gmail.com

父母の会連絡先

父母の会メンバー

2023年度の役員は、以下の通り在英の保護者6名が務

めさせていただきます。

1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

会長 一瀬今日子（H2）

副会長 林恵利子（H2）

副会長 廣瀬史子（H2）

副会長 平岡江美子（H2）

会計 岩下大一（H3）

書記 江島正彦（H1）

父母の会の主な活動

父母の会は、毎年秋に開催されるオープンデイでの

保護者ブースの運営をはじめ、食卓への差入れや学

院での活動支援など、子どもたちの学院生活がより

良きものとなるよう学院と保護者との橋渡しをするこ

とを目的としております。

また、年に数回、この父母の会だよりを通じて会員の

皆様にいくつかのご連絡を差し上げますとともに、活

動のご報告もさせていただけたらと思っております。

今年度も皆さまのご理解とご協力を賜りますよう、役

員一同心よりお願い申し上げます。

2021年度に父母の会

が寄贈したピクニック

テーブルは、子ども達

がイギリスの素敵な天

気を楽しみながらラン

チをしたり勉強するの

に使われています。コロナ渦ではハーフ

タームの帰宅ができ

ない子ども達のため

に、父母の会の寄

付金で学院が様々

なお楽しみを用意し

てくださいました。

mailto:rikkyo51fubouk@gmail.com
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オープンデイについて

オープンデイとは、毎年秋に開催される立教英国学院最大の行事のことです。

子ども達は各クラスで様々な企画を立てて準備し、国内外で保護者の方々や日本人の皆さまが

開催を楽しみにしてくださっています。また、近隣の方々も多数来校されます。

オープンデイの開催にあたっては、例年保護者の皆様よりたくさんのご協力をいただいており、大変感謝しております。

今年度もいくつかのご協力をお願いすることになるかと存じますが、何卒よろしくお願いいたします。

なお、オープンデイの収益金は学院への寄付と子ども達の

活動援助に充てられます。

具体的な内容、詳細につきましては、7月中旬ごろにお届

け予定の「父母の会だより」にてお知らせいたします。

準備金

ご協力いただきたいこと

当日のお手伝い

バザー品の提供

企業寄付

古本の提供

ﾗｯﾌﾙ景品の提供

個人寄付

映像データ頒布について

昨年度の映像データ頒布による寄付金総額は￡3,080でした。

大変多くの方にご力いただきましてありがとうございました。

こちらの寄付金は、広報用の携帯電話購入等に充てら

れる予定であるとの報告を学院よりいただいております。

今年も年度末に学院生活の様子を撮影した写真や

映像のご提供をいただけるそうですので、皆様ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。

※オレンジは「保護者の皆

さま全員にご協力いただき

たいこと」で、グリーンは「ご

協力いただける方を募集し

たいこと」となります。

オープンデイの由来

立教英国学院創立の翌年の1973年11月14日に、アン王女のご結婚

をお祝いする意味と、新設されたばかりである学院を地域の方々に

知って頂きたいという思いから、学院を開放し近隣の方々に来ていただ

いたことが始まりでした。これがオープンデイと呼ばれる所以です。

開催当時は生徒たちの作品展示のほかに、英国在住の保護者が当

時はロンドンでしか手に入らなかった大根やみかんなどの日本食材を持

ち込んで振舞ったり、欧州諸国在住の保護者からはそれぞれの国の特

産品などが送り届けられたりしたそうです。

こうした開催当初の様子から時代とともに少しずつ形を変えて、現在で

は父母の会によるバザーや各種食品ブースを運営するようになりました。

オープンデイの様子

一昨年度の寄付金によってチャペルの

カメラや動画配信機材、マイクやス

ピーカー等の設備が充実し、皆様にご

覧いただけるYouTube配信の画質や

音声が格段に良くなりました！

今年のオープンデイは

10月22日(日)

に開催予定！

寮生活を送る子ども達に

とってオープンデイは、好きな

もの、特に日本のお菓子や

文房具などを自由に選んで

購入することができる貴重

な機会です。

今年は父母の会主催で、

以下のブースを出展する予

定をしています。

バザー
ラッフル
（抽選）

焼き鳥

唐揚げ棒

和菓子

古本



立‌教‌英‌国‌学‌院‌父‌母‌の‌会‌規‌約‌ ‌ 

‌ 

(名‌称・‌事‌務‌局)‌ ‌ 
第1条 本‌会‌は、‌名‌称‌を‌「立‌教‌英‌国‌学‌院‌父‌母‌の‌会」‌と‌称‌し、‌事‌務‌局‌を‌会‌長‌宅‌内‌又‌は‌役‌員‌宅‌内‌に‌

置‌く。‌ ‌ 

(目‌　‌的)‌ ‌ 
第2条 本‌会‌は、‌保‌護‌者‌に‌よ‌り、‌児‌童‌生‌徒‌の‌健‌全‌な‌成‌長‌を‌図‌る‌こ‌と‌を‌目‌的‌と‌す‌る。‌ ‌ 

(活‌　‌動)‌ ‌ 
第3条 本‌会‌は、‌次‌の‌こ‌と‌を‌行‌う。‌ 1)‌　‌オー‌プ‌ン‌デー‌へ‌の‌協‌力‌ ‌ 

2)‌　‌そ‌の‌他‌本‌会‌の‌目‌的‌達‌成‌に‌必‌要‌な‌活‌動‌ ‌ 

(組‌織‌及‌び‌役‌員)‌ ‌ 
第4条 本‌会‌は、‌立‌教‌英‌国‌学‌院‌に‌在‌籍‌す‌る‌児‌童‌生‌徒‌の‌保‌護‌者‌全‌員‌に‌よっ‌て‌組‌織‌し、‌次‌の‌役‌員‌を‌

置‌く。‌た‌だ‌し、‌兼‌任‌を‌さ‌ま‌た‌げ‌な‌い。‌ま‌た、‌必‌要‌に‌応‌じ‌て‌委‌員‌を‌置‌け‌る‌も‌の‌と‌す‌る。‌ ‌ 
1)‌　‌会‌長‌　‌　‌1‌名‌ ‌ 
2)‌　‌副‌会‌長‌　‌1‌名‌以‌上‌ ‌ 
3)‌　‌書‌記‌　‌　‌1‌名‌ ‌ 
4)‌　‌会‌計‌　‌　‌1‌名‌以‌上‌ ‌ 
5)‌　‌委‌員‌　‌　‌必‌要‌に‌応‌じ‌て‌ ‌ 

(役‌員‌の‌任‌期)‌ ‌ 
第5条 役‌員‌の‌任‌期‌は‌1‌年‌と‌し、‌再‌任‌を‌さ‌ま‌た‌げ‌な‌い。‌ ‌ 

役‌員‌の‌欠‌員‌が‌生‌じ‌た‌場‌合‌は、‌あ‌ら‌た‌に‌役‌員‌を‌選‌出‌す‌る。‌補‌充‌の‌た‌め‌に‌選‌出‌さ‌れ‌た‌役‌員‌
の‌任‌期‌は‌前‌任‌者‌の‌残‌任‌期‌間‌と‌す‌る。‌ ‌ 

(役‌員‌の‌任‌務)‌ ‌ 
第6条 役‌員‌の‌任‌務‌は、‌次‌の‌通‌り‌と‌す‌る。‌ ‌ 

1)‌    ‌会‌長‌は、‌本‌会‌を‌代‌表‌し、‌各‌会‌議‌を‌招‌集‌す‌る。‌ ‌ 
会‌長‌に‌事‌故‌あ‌る‌と‌き‌は、‌副‌会‌長‌ほ‌か‌役‌員‌は‌そ‌の‌職‌務‌を‌代‌行‌す‌る。‌ ‌ 

2)‌　‌副‌会‌長‌は、‌会‌長‌を‌補‌佐‌す‌る。‌ ‌ 
3)‌　‌書‌記‌は、‌役‌員‌会‌等‌の‌議‌事‌録‌の‌作‌成‌と、‌父‌母‌の‌会‌便‌り‌の‌作‌成‌を‌行‌う。‌ ‌ 
4)‌　‌会‌計‌は、‌本‌会‌の‌経‌費‌の‌出‌納‌を‌行‌う。‌ ‌ 
5)‌　‌委‌員‌は、‌本‌会‌の‌活‌動‌の‌補‌佐‌を‌行‌う。‌ ‌ ‌   

(会‌計‌監‌査)‌ ‌ 
第7条 本‌会‌は‌1‌名‌の‌会‌計‌監‌査‌を‌置‌く。‌ ‌ 

(会‌　‌費)‌ ‌ 
第8条 本‌会‌の‌会‌費‌は、‌各‌年‌度、‌父‌母‌の‌会‌に‌よっ‌て‌決‌定‌す‌る。‌ ‌ 

‌ 
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2003‌年‌5‌月‌　‌制‌定‌ ‌ 
2004‌年‌5‌月‌　‌改‌定‌ ‌ 
2005‌年‌5‌月‌　‌改‌定‌ ‌ 

  ‌2021‌年‌5‌月‌　‌改‌定‌ ‌ 
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